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本
日
十
一
月
二
十
一
日
全
日
本
剣
道
連
盟
八
段
審
査
会
に
お
い
て
、

　

昭
和
五
〇
年
卒
関
根　

剛
兄
が
、
見
事
八
段
審
査
に
合
格
致
し
ま
し
た
！！

　

本
日
午
後
六
時
七
分
、
電
話
に
て
合
格
の
一
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

武
蔵
大
学
剣
友
会
の
悲
願
達
成
の
瞬
間
で
す
。

　

涙
が
出
る
の
を
抑
え
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
の
試
験
で
一
番
厳
し
い
試
験
と
言
わ
れ
る
八
段
審
査
合
格
で
す
！

　

因
み
に
、
今
回
審
査
の
合
格
率
は
0.6
％
で
し
た
。

　
【
関
根
兄　

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！！
】

　

十
二
月
三
日
の
関
根
杯
・
納
会
の
折
に
最
初
の
祝
会
を
行
い
ま
す
。

　

後
日
、
武
蔵
大
学
剣
友
会
主
催
の
祝
い
会
を
盛
大
に
行
う
予
定
で
す
。

武
蔵
大
学
剣
友
会
長　

紙
谷
正
之

　

| 

追　

伸
| 

　

写
真
は
同
時
に
合
格
し
た
平
成
十
三
年
全
日
本
覇
者
の
岩
佐
英
範
先
生
（
警
視
庁
）

で
す
。
両
氏
は
本
年
二
月
の
八
段
審
査
会
（
宮
城
）
で
一
次
審
査
に
同
時
合
格
、
そ
の

折
は
残
念
な
が
ら
で
し
た
が
、
お
二
人
と
も
見
事
に
今
回
合
格
と
な
り
ま
し
た
。

関
根 

剛
兄
（
昭
和
五
〇
年
卒
）

八
段
審
査
に
合
格

速  報
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第
27
期
総
会
を
終
え
て

　

平
成
27
年
度
期
中
か
ら
導
入
検
討
さ
れ
役

員
会
に
て
仮
運
用
が
実
施
と
な
り
、
従
来
の
運

営
幹
事
の
他
に
新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
の
利
用
を
考
慮
し
た
地
域
幹
事
、
年
代
グ

ル
ー
プ
幹
事
が
今
総
会
に
て
決
定
さ
れ
実
施

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
幹
事
は
剣
友
会
Ｈ
Ｐ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

各
幹
事
の
目
的
と
役
割
は
左
記
の
通
り
で
す
。

１
、
運
営
幹
事

　
　

① 

道
場
に
通
う
こ
と
が
で
き
、
剣
友
会
員

と
し
て
学
生
と
の
良
好
な
関
係
を
保

つ

　
　

② 

学
生
の
稽
古
、
企
画
、
運
営
に
助
言
す

る

　
　

③ 

学
連
を
含
む
他
大
学
の
剣
友
会
及
び

現
役
と
の
関
係
を
積
極
的
に
保
ち
活

性
化
に
助
力
す
る

２
、
年
代
グ
ル
ー
プ
幹
事

　
　

① 

幹
事
年
の
前
後
３
年
、
通
算
７
年
の

『
顔
が
見
え
る
』
年
代
グ
ル
ー
プ
体
制

を
作
る

　
　

② 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
利
便
性
が

向
上
し
た
こ
の
時
期
に
年
代
グ
ル
ー

プ
の
連
絡
網
を
再
構
築
す
る

　
　

③ 

剣
友
会
の
現
状
・
企
画
等
を
適
時
連
絡

し
、
会
員
同
士
の
仲
間
意
識
向
上
を
促

す

　
　

④ 

併
せ
て
、
卒
業
年
別
同
期
会
・
グ
ル
ー

プ
同
期
会
等
の
『
き
っ
か
け
づ
く
り
』

を
し
、
個
々
人
の
道
場
へ
の
懐
古
と
剣

友
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す

　
　

⑤ 

剣
友
会
存
続
の
基
本
と
な
る
『
年
会
費

入
金
』
の
促
進
を
促
す
。

３
、
地
域
幹
事

　
　

① 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
利
便
性
が

向
上
し
た
こ
の
時
期
に
『
地
域
内
の
連

絡
網
』
を
新
構
築
す
る
。

　
　

② 
卒
業
と
共
に
故
郷
に
帰
り
、
あ
る
い
は

転
勤
で
東
京
を
離
れ
大
学
道
場
と
疎

遠
に
な
り
、
更
に
過
っ
て
の
仲
間
と
も

な
か
な
か
連
絡
し
に
く
い
状
況
が
続

き
、
会
と
し
て
の
意
義
も
見
い
だ
せ
な

く
な
っ
て
い
る
会
員
に
対
し
、
年
代
を

超
え
た
地
域
で
の
剣
友
会
と
し
て
の

パ
イ
プ
役
を
目
指
す
。

　
　

③ 

地
域
で
の
交
流
の
き
っ
か
け
づ
く
り

と
、
全
国
の
剣
友
会
員
に
対
し
て
地
域

の
仲
間
と
共
に
、『
稽
古
会
・
観
光
の

誘
い
』
等
を
企
画
し
、
幅
広
い
剣
友
会

員
の
懇
親
の
場
を
作
る
。

　

右
記
を
目
的
と
し
て
幹
事
会
の
再
構
築
を

図
り
ま
し
た
。
会
員
の
『
積
極
的
な
交
信
』
と

『
提
案
』
を
期
待
し
ま
す
。

　

尚
、
今
総
会
に
お
い
て
個
人
情
報
保
護
法
に

よ
る
配
慮
か
ら
役
員
会
で
管
理
し
て
い
る
会

員
名
簿
の
内
、【
年
代
グ
ル
ー
プ
別
】、
と
【
地

域
別
】
の
名
簿
を
、
今
回
就
任
し
た
そ
れ
ぞ
れ

の
幹
事
に
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
幹
事
は
こ
れ
を
基
に
会
員
と
の
連
絡
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

今
後
の
お
願
い
で
す
が
、facebook,  

LIN
E

を
使
っ
て
る
方
が
多
く
な
っ
て
ま
す

が
、『
武
蔵
大
学
剣
友
会
Ｈ
Ｐ
の
掲
示
板
』
の

み
を
中
心
に
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
の
で
、
全

体
に
わ
た
る
も
の
は
【
剣
友
会
Ｈ
Ｐ
の
掲
示

板
】
へ
の
掲
載
を
お
願
い
し
ま
す
。
尚
、
今
総

会
に
て
Ｈ
Ｐ
の
【
会
員
ペ
ー
ジ
の
特
定
解
除
】

を
決
定
し
パ
ス
ワ
ー
ド
は
廃
止
し
ま
し
た
。

　

総
会
議
事
録
は
、
武
蔵
大
学
剣
友
会
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

以
上

（
44
年
卒　

武
蔵
大
学
剣
友
会
会
長　

紙
谷
正
之
）

　

宮
崎
県
在
住
の
Ｓ
62
卒
杉
野
茂
夫
兄　

Ｈ

１
年
卒
（
田
村
）
五
月
姉
ご
夫
妻
か
ら
メ
ー
ル

　
　

２
０
１
５
・
10
・
13

　

宮
崎
県
在
住
の
Ｓ
62
卒
杉
野
茂
夫
兄　

Ｈ

１
年
卒
（
田
村
）
五
月
姉
ご
夫
妻
か
ら
、
３
月

に
佐
賀
県
で
行
わ
れ
た
神
崎
杯
に
中
学
生
の

娘
さ
ん
の
剣
道
遠
征
で
同
行
し
た
折
に
、
佐
賀

在
住
の
Ｓ
60
卒
中
村
邦
彦
兄
・
原
裕
樹
兄
そ

し
て
Ｈ
３
卒
記
伊
善
弘
兄
と
連
絡
を
取
っ
て

会
っ
た
時
の
写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

剣
友
会
会
員
各
位

武
蔵
大
学
剣
友
会
の

　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
へ
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男
性
４
人
の
写
真
は
、
左
か
ら
杉
野
さ
ん
・

原
さ
ん
・
中
村
さ
ん
・
紀
伊
さ
ん
で
す
。

女
性
は
杉
野
（
旧
制
田
村
）
五
月
さ
ん
で
す

　

宮
崎
で　

左
か
ら
Ｓ
59
卒
飯
森
秀
志
（
鹿
児

島
）、
Ｓ
60
卒
中
村
正
昭
（
宮
崎
）、
Ｓ
62
卒
杉

野
茂
男
（
宮
崎
）

　

各
地
で
の
交
友
写
真
・
同
期
会
の
写
真
等　

紙
谷
宛
て
に
送
っ
て
い
た
だ
け
る
と
全
国
の

仲
間
に
発
信
で
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
武
蔵
大
学
剣
友
会
会
長　

紙
谷
）

　
九
州
在
住
諸
兄
姉
の
無
事
確
認

　

武
蔵
大
学
剣
友
会
諸
兄
姉

　

先
程
、
電
話
で
九
州
佐
賀
の
中
村
兄
と
宮
崎

の
杉
野
五
月
さ
ん
夫
婦
の
無
事
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

被
災
地
へ
の
電
話
は
控
え
る
よ
う
に
と
の

こ
と
で
す
が
、
T
V
の
報
道
が
ど
ん
ど
ん
ひ

ど
く
な
る
の
で
心
配
で
か
け
て
見
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
近
隣
県
に
も
被
害
が
出
て
い

る
よ
う
で
心
配
し
て
た
ん
で
す
が
、
佐
賀
は
大

き
な
揺
れ
で
眠
ら
れ
な
い
夜
を
過
ご
し
た
よ

う
で
す
が
熊
本
の
よ
う
な
被
害
は
今
の
と
こ

ろ
出
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

宮
崎
の
杉
野
さ
ん
夫
婦
の
所
は
、
直
接
的
な

被
害
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。（
高
千
穂
地
方

で
被
害
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
・
・
）
そ
ん
な

中
で
今
日
の
午
後
に
【
大
き
な
日
向
灘
地
震
発

生
の
誤
報
】
が
流
れ
て
パ
ニ
ッ
ク
っ
た
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
誤
報
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
眠
ら
れ
な
い
日
が
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
が
健
康
と
安
全
を
祈
り
ま
す
。

２
０
１
６
・
４
・
16
（
土
）

　

佐
賀
県
有
田
の
山
本
大
輔
兄
（
Ｓ
54
卒
）
か

ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
震
源
地
か
ら
２
キ
ロ
く
ら
い
離
れ

た
と
こ
ろ
の
熊
本
市
帯
山
に
在
住
の
大
家
哲

兄
（
Ｓ
53
卒
）
と
連
絡
が
取
れ
て
家
族
全
員
が

無
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
大
き
な
揺
れ
で
家
の

中
は
大
変
だ
そ
う
で
す
が
、
ご
家
族
の
無
事
が

何
よ
り
で
し
た
。
被
害
情
報
が
ど
ん
ど
ん
ひ
ど

く
な
る
中
で
、
日
々
の
生
活
も
大
変
だ
と
思
い

ま
す
が
、
ご
家
族
の
健
康
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。

ま
た
情
報
が
入
り
次
第
連
絡
し
ま
す
。

２
０
１
６
・
４
・
18
（
月
）

　

追
伸
：
山
本
兄
の
住
む
有
田
地
区
は
岩
盤
の

固
い
所
で
、
揺
れ
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
今
日
は
仕
事
で
状
況
途
上
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

最
初
の
震
源
地
の
す
ぐ
近
く
の
榎
町
に
住

む
Ｓ
53
卒
大
家
哲
兄
と
今
朝
電
話
で
話
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

大
家
兄
は
、
と
て
も
気
力
あ
ふ
れ
る
力
の
あ
る

声
で
安
心
し
ま
し
た
。

　

本
人
も
意
識
し
て
頑
張
っ
て
る
と
言
っ
て

ま
し
た
。
温
泉
の
設
備
関
係
の
仕
事
を
し
て
い

る
の
で
温
泉
の
回
復
作
業
に
追
わ
れ
て
大
変

な
様
子
で
し
た
。
奥
様
は
、
娘
さ
ん
の
所
に
避

難
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

我
々
と
し
て
は
、
今
は
健
康
に
留
意
し
て
頑

張
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
祈
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
が
、
物
流
も
多
少
落
ち
着
い
て
き
て
る
と
の

報
道
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
も
の
が
あ
れ

ば
直
接
本
人
に
届
く
よ
う
ん
い
し
た
い
か
ら

と
伝
え
て
あ
り
ま
す
。
本
人
と
連
絡
確
認
し
な

が
ら
今
後
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
６
・
４
・
22
（
金
）

（
武
蔵
大
学
剣
友
会
会
長　

紙
谷
）

　

Ｈ
25
卒
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に

　

同
期
の
水
木
征
二
兄
か
ら
連
絡
が
入
り
ま

し
た
。

　

Ｓ
43
卒　

塚
田
哲
也
兄
が
本
年
４
月
24
日

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

　

同
期
会
の
旅
行
連
絡
を
し
た
折
に
、
ご
家

族
か
ら
知
ら
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

取
り
急
ぎ
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

（
武
蔵
大
学
剣
友
会
会
長　

紙
谷
）

武
蔵
大
学
剣
友
会

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

H
25
卒facebook

よ
り

Ｓ
43
卒 

塚
田
哲
也
兄 

ご
逝
去
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7/18に平成26年度剣友会総会開催、各議案の審議・承認される

平成26年度会計報告、平成27年度予算（案）

（活動報告並びに各議案ついてはHPを参照願います）

「剣友会々費振込先のご案内」

OB・OG各位のご支援、宜しくお願いいたします。

みずほ銀行	 渋谷中央支店	 （普）　1525324　武蔵大学剣友会

三菱東京UFJ銀行　渋谷支店	 （普）　6832924　武蔵大学剣友会

ゆうちょ銀行	 〇一九支店	 （当座）　192263　武蔵大学剣友会

編集後記

　部員獲得策として定着した「武蔵大学剣道部杯高校生錬成大会」も今年で 4 回目になり、男子 26 校、女子 17 校の参

加を得て、盛大に開催されました。当学志望入学の契機となり、剣道部員増に繋がることを心より願うものです。

　一方、年々組織が厚くなる剣友会は、「①地域内の交流・②年代グループ交流（同期・上下三年の先輩・後輩）」を、” 三

種の神器 ”（ＬＩＮＥ・ＦＡＣＥＢＯＯＫ・ＨＰ）等を駆使して活性化して頂く方向性が打ち出されました。

　本号が、少しでも ” 剣縁 ” 拡大の一助になれば幸いです。

（Ｓ59卒桑原）

連絡先：会長 紙谷正之 kamiya.tokyo@gmail.com　　幹事長 高田壽 hisashi.takada@mokinkai.com
 副幹事長 桑原則行 nori.kuwahara@gmail.com 
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